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独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

新潟障害者職業センターの業務 

平成２３年１０月１３日 

ビルメンヒューマンフェア２０１１ in 新潟 
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「障害者の雇用の促進等に関する法律」 
  に基づき全国４７各都道府県に設置されている 

職業リハビリテーションを専門に支援する機関 

「地域障害者職業センター」とは 

● 障害者支援 ＋ ●事業主支援 

● 障害者職業カウンセラーを配置 
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新潟障害者職業センターの業務内容 

 障害者に対して･･･ 

 ①職業評価 

 ②職業指導 

 ③職業準備支援（就職のための基本的労働習慣の獲得） 

 ④ジョブコーチによる支援事業 

  （職場への適応に関する助言・指導） 

 ⑤精神障害者の職場復帰支援 

 ⑥職場適応指導 

 

 事業主に対して･･･ 

 ●障害者の雇用管理に関する事項 

 （雇入れ、配置、作業環境等についての助言、援助） 
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就職（ﾊﾛｰﾜｰｸとの連携） 

職業リハビリテーション計画の策定 

職業評価・職業指導 

インテーク 

障害者に対するサービスの流れ 

職場適応指導 

 

センターの専門的な支援 

職業準備支援 

ジョブコーチ支援 

精神障害者 

の職場復帰支援 

（リワーク支援） 
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対象となる障害者 

① 身体障害者 

② 知的障害者 

③ 精神障害者 

④ その他 

 （①～③の障害者のいずれにも該当し
ない者で、就職上不利となるような
障害のある者→高次脳機能障害者、
発達障害者、難病者等々） 
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職業評価・職業指導 

就職や職場適応のための職業評価を実施し、職業への適
応性を高め適切な職業選択が行えるように相談等を実施
しています。 
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職業準備支援（１） 

作業支援 

職業準備講習カリキュラム 

支援目標 

 支援終了後に、対象者が就職等に向かう次の段
階（①職業紹介、②ジョブコーチ支援、③職業訓
練、④民間企業等での職場実習等）に着実に移行
することが目標 

支援内容 

イ 常設の模擬的就労場面での作業支援 

ロ 職業準備講習カリキュラム 

ハ 精神障害者自立支援カリキュラム 

ニ 発達障害者就労支援カリキュラム 

支援方法 

 対象者の特性に合わせて、イからハまでの支援
を柔軟に組み合わせて、個別カリキュラムを策定
して実施 
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職業準備支援（２） 

常設の模擬的就労場面での作業支援 

イ 早期就職支援（４週間程度） 

ロ ジョブコーチ等移行支援（８週間程度） 

職業準備講習カリキュラム 

 職業に関する知識の習得を図るための支援。職業講
話、事業所の見学及び作業体験、ロールプレイ、ビデ
オ学習等の講座を設定し、その中から個々の課題に応
じて実施（12週間程度）。 

精神障害者自立支援カリキュラム 

 精神障害者を対象に、対人技能訓練、グループミー
ティング、レクリエーション活動、簡易作業体験等の
講座を設定し、その中から個々の課題に応じて実施
（12週間程度）。 

発達障害者就労支援カリキュラム 

 発達障害者を対象に、作業マニュアル作成、対人技
能訓練、リラクゼーション等の講座、作業体験等を設
定。その後、ジョブコーチ支援に移行させる（12週間
程度）。 

 

対人技能訓練 

作業体験 
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ジョブコーチ支援事業（１） 

就職又は職場適応に課題のある
知的障害者、精神障害者等の雇
用の促進及び職業の安定を図る
ため、事業所にジョブコーチを
派遣し、障害者及び事業主に対
して、雇用の前後を通じて障害
特性を踏まえた直接的、専門的
な援助を行っています。 

支援期間：１ヶ月以上７ヶ月以内（標準は、２～３ヶ月） 

支援方法：最初はほぼ毎日支援。状況を見ながらフェーディング 

ジョブコーチ配置数：新潟センターに６名、県内の福祉施設に２２名  
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障害者に対する支援 

基本的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

（挨拶・返事・報告・質問） 

職務の遂行（手順の理解、生産性向上） 

通勤指導 

（交通機関の利用、緊急時の連絡） 

支援ﾂｰﾙの作成 

（作業指示書、ﾏﾆｭｱﾙ、作業ﾁｪｯｸ表） 等 

事業主に対する支援 

障害特性と対応についての助言 

職務内容の設定（職務分析、課題分
析） 

指導方法（効果的な指導方法、指示の
提示方法に関する助言） 

従業員と障害者の関わり方 

企業と家族との関係調整のしかた 

家族等支援 

障害に関する知識、通院・医療的ケアの援助 

安定出勤のサポート 

帰宅後や休日における家庭の役割 

事業所との連絡、連携体制 
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支援開始のタイミング 

雇用前 

雇用前 

雇用後 

支援期間：１ヶ月以上７ヶ月以内（標準は、２～３ヶ月） 

ジョブコーチ支援事業（２） 

雇用前＋雇用後 

雇用と同時 

雇用後 



新潟障害職業センターにおける 

清掃関係業務のジョブコーチ支援の状況 

 

平成２２年度（新規） 

 支援数 ９８人 うち清掃業務 ２８人（２８．８％） 

 

平成２３年度（新規：９月末） 

 支援数 ４７人 うち清掃業務 １４人（２９．８％） 

 

 

 
12 
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●「障害者の雇用の促進等に関する法律」の改正 

 ＜精神障害者の雇用対策を強化するための改正＞ 

 ・精神障害者を障害者雇用率に算定（平成18年４月施行） 

 ・精神障害者の支援に係るセンターと医師等医療関係者の 

  連携（平成17年10月施行） 

● 国の施策の一環として、平成17年10月から、全国のセン
ターで「精神障害者総合雇用支援」を開始 

● これに伴い、うつ病などで休職中の者の職場復帰を支援 

 する「リワーク支援」を新たに開始。 

    

精神障害者総合雇用支援 
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リワーク支援の流れ 

事業主 

障害者 

主治医 

３者合意 

基礎評価 

支援計画 
の策定 

センター内 
支援 

リハビリ 
出勤支援 

●生活リズムの構 
築、通勤等に必要 
な基礎的な体力の 
向上 
 
●作業遂行に必要 
な持続力、集中力 
等の向上 
 
●職場でのストレ 
スによる過緊張状 
態の軽減、対人対 
応力の向上 

１６週間程度 

職
場
復
帰 
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事業主に対するサービス 

事業主が障害者受入のための専門的助
言・援助を行います。 

①障害者の採用計画の立案に係る助言 

②配置場所、職務内容等に関する助言 

（障害者の能力に合わせt職務の開発） 

③障害特性に関する知識等の提供 

④障害者雇用に関する各種制度の情報提 

 供 

⑤作業施設の改善 

⑥採用後の職場適応に関する助言・援助 
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・障害者を雇用している 
・障害者を雇用しようとする 

 

 

 

・ハローワーク等と連携した企業の支援ニーズの把 
握（事業主支援ワークショップの実施等） 
・事業主支援計画の策定 
・採用計画等に関する提案型の支援の実施 

 

 

 
 
・障害者雇用に関する指導
等 

企業の支援ニーズ 

地域障害者職業センター 

ハローワーク等の
職業安定機関 

事業主支援計画に基づく体系的支援 

職場定着・適応 
●キャリアアップ 
●配置転換 
●他部署・支社への受け入れ拡大 

具体的受け入れ 
●採用活動・人材確保 

受け入れ準備 
●社内でのコンセンサス形成 
●雇用管理体制の構築 
●作業環境設備改善 

採用企画 
●障害者雇用のコンセプト 
●職務・職域のディベロップメント 
●採用戦略のプランニング 

体系的・継続的な支援 

評価と計画策定 
◆労働条件・制度のガイダンス 
◆職務分析、事例情報の提供 

相談と情報提供 
◆社員への啓発・研修の実施 
◆助成金・機器活用への助言 

雇い入れ支援とフォローアップ 
◆ハローワークと連携し人材推薦・マッチング支援 
◆職場実習制度の提供（職務試行法、ジョブコーチ 
 雇用前支援） 
◆雇用後の課題解決支援（職場適応指導、ジョブコ 
 ―チ雇用後支援） 

企    業 
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地域障害者職業センター業務の流れ 

職業準備支援 

 

就 

 

職 

 

 

 

 

雇 

 

用 

 

 

 

リワーク 

支援 

職 業 

評 価 

 

 

 

 
職 業 

指 導 

受入前援助 

受入後援助 

ジョブコーチによる支援 

職リハ 

計画 

障 

 

害 

 

者 

事 

 

業 

 

主 事業主 

支援計画 採用計画等から雇い入れまでの 

体系的支援 

職場適応 

指導    
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御清聴ありがとうございました 


